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 実験室にて、熱変質させた硬化セメントペースト試料を調製して、Cs-137 の非定常拡散試験を行った。見かけの拡散

係数および拡散の活性化エネルギーを決定し、未加熱の試料と比較することでCs+の拡散挙動に及ぼすコンクリートの加

熱変質の影響を検討した。 
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1． 緒言 

福島第一原子力発電所事故により、コンクリート構造物が広範囲で汚染され、同時に高温に曝されたため、大量の汚染

コンクリート廃棄物の発生が予想される。その汚染状況を把握し、適切な廃棄物の保管管理、処理・処分を検討するため

には、高温加熱により変質したコンクリート中の放射性核種の拡散挙動に関する知見が必要である。本研究では、硬化セ

メントペーストを加熱、再水和させて調製した模擬変質コンクリート試料に対して、Cs+の非定常拡散実験を行い、得ら

れたCs+の見かけの拡散係数(Da)及び活性化エネルギー(Ea)を、未加熱の硬化セメントペースト試料の値と比較すること

でCs+の拡散挙動に及ぼす加熱による変質の影響を明らかにすることを目的とした。 

2． 実験 

硬化セメントペースト試料は、普通ポルトランドセメントと水を水セメント比 0.36となるように混錬し、円柱状に形

成し、50℃で 28 日間セメント平衡水中にて養生して調製した。養生終了後、1℃/min の速度で 200℃まで加熱し、72

時間維持した後に炉内で自然冷却した。その後、5 日間セメント平衡水中で再水和させ、模擬変質コンクリートとした。

また、加熱によるひび割れの影響を除去するために、試料にはエポキシ樹脂を注入した。この試料に 137CsCl を塗布し、

所定温度(15,25,40,50℃)で 1~2 日拡散させた後、セクショニングを行い、試料中の塗布面からの距離(試料の深さ方向)

に対するCs+の濃度分布を得ることで、Daを決定した。また、Daの温度依存性よりEaを決定した。 

3． 結果・考察 

加熱および未加熱試料に対して実験にて得られた Da の拡散温度依存性を図 1 に示す。加熱試料は未加熱試料に比べ

てDaが3~10倍高くなることがわかった。また、Daの温度依存性よ

り得られたEaの値は、未加熱試料では、37±2.0kJ/mol、加熱試料は

26.1±2.6kJ/molとなり、Eaに有意な差があることが確認された。こ

のEaの差は、加熱によって拡散空隙構造が変化するのに伴い、そこで

の支配的な拡散プロセスも変化することに起因すると考えられる。 
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図 1 Cs+の見かけ拡散係数の拡散温度依存性 
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